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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第163期

第１四半期連結
累計期間

第164期
第１四半期連結
累計期間

第163期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 125,677 132,990 521,832

経常利益（百万円） 4,225 3,009 16,397

四半期（当期）純利益（百万円） 3,051 167 9,383

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△2,658 △2,270 1,094

純資産額（百万円） 189,678 189,519 192,750

総資産額（百万円） 479,960 483,325 482,427

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
8.46 0.46 26.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ －　 －　

自己資本比率（％） 37.2 36.8 37.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第163期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

４．第163期第１四半期連結累計期間及び第164期第１四半期連結累計期間並びに第163期の潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

の重要な変更は以下のとおりです。

　（１）事業の内容の重要な変更

　　　　重要な変更はありません。

　（２）主要な関係会社の異動

　　　　情報通信事業において、新たに株式を取得したことによりTCC Group Ltd.が連結子会社となりました。 

　　　　また、重要性が増したことにより南京藤倉烽火光纜科技有限公司が連結子会社となりました。

　　　

　　　　電子電装事業において、新規設立したことによりFujikura Automotive Paraguay S.A.が連結子会社となりまし

た。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

　　した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災が日本経済に大きな影響を与え、更

に資源価格の高騰や円高の進行が続いており、先行き不透明な状況で推移しました。

このような状況のもと、当社グループの第１四半期連結累計期間の売上高は1,329億円（前年同期比5.8％増）、営

業利益は34億円（前年同期比4.3％減）、経常利益は30億円（前年同期比28.8％減）、四半期純利益は１億円（前年

同期比94.5％減）となりました。

　

　　　  セグメント別の業績は次のとおりであります。

　

［情報通信事業］

　当第１四半期連結累計期間において、中国および北米市場で光融着接続機および光部品の需要が好調に推移しまし

たが、東日本大震災の影響で光母材の生産量が減少しました。その結果、売上高は前年同期比0.1％減の266億円（当社

単独ベースの受注高は前年同期比0.4％減の178億円）、営業利益は前年同期比11.4％減の28億円となりました。

［電子電装事業］

　電子分野は、東日本大震災による顧客の減産の影響を受け、ＦＰＣ（フレキシブルプリント配線板）とコネクタは減

収となりました。その他の電子関連は、高機能の携帯機器等が堅調に推移し増収となりました。また、自動車電装分野

は、東日本大震災の影響を受け、特に日系顧客向けで減収となりました。全体の売上高は、前年同期比7.8％減の466億

円（当社単独ベースの受注高は前年同期比11.8％減の256億円）、営業損失６億円（前年同期は営業利益１億円）と

なりました。

［ケーブル・機器関連事業］

　銅価上昇および建設・電販市場の一時的な需要の回復により、売上高は前年同期比25.0％増の543億円（当社単独

ベースの受注高は前年同期比13.9％増の342億円）、営業損失は１億円（前年同期は営業損失５億円）となりました。

［不動産事業］

　深川再開発を中心とした不動産賃貸収入などにより、売上高は前年同期比0.4％増の27億円、営業利益は前年同期比

54.3％増の13億円となりました。

［その他事業］

　倉庫運送業、サービス業等により、売上高は前年同期比18.1％増の26億円、営業利益は前年同期比324.5％増の１億円

となりました。
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　　（２）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較し、８億円増加の4,833億円となりました。ま

た、負債合計は前連結会計年度末と比較し、41億円増加の2,938億円となりました。有利子負債は０億円減少してお

ります。純資産は1,895億円となり、以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の37.6％から36.8％となりまし

た。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

　 当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は32億円であります。

   なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

                   普通株式 1,190,000,000

計 1,190,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月１日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 360,863,421 360,863,421

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

1,000株であります。

計 360,863,421 360,863,421 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 360,863 － 53,075 － 55,102
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　  221,000　　 －

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式　358,953,000358,953 同上

単元未満株式 普通株式　　1,689,421 － －

発行済株式総数 　360,863,421 － －

総株主の議決権 － 358,953 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が13,000株含まれております。また、

　　　　「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数13個が含まれております。

　

　　　②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社フジクラ
東京都江東区木場一丁目

５番１号
221,000－ 221,000 0.06

計 － 221,000－ 221,000 0.06

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 45,459 34,400

受取手形及び売掛金 122,645 123,844

たな卸資産 53,260 65,643

その他 25,562 24,557

貸倒引当金 △1,175 △1,440

流動資産合計 245,752 247,006

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 83,180 82,173

その他（純額） 65,953 65,734

有形固定資産合計 149,133 147,907

無形固定資産 4,878 5,860

投資その他の資産

投資有価証券 49,104 48,364

その他 35,321 35,961

貸倒引当金 △1,493 △1,476

投資損失引当金 △270 △298

投資その他の資産合計 82,662 82,550

固定資産合計 236,675 236,318

資産合計 482,427 483,325

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 72,702 75,561

短期借入金 58,360 57,359

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

未払法人税等 1,754 1,176

課徴金引当金 － 1,180

その他 28,026 28,437

流動負債合計 170,844 173,713

固定負債

社債 20,000 20,000

長期借入金 76,305 77,292

退職給付引当金 7,397 7,548

その他の引当金 143 119

その他 14,986 15,131

固定負債合計 118,832 120,091

負債合計 289,677 293,805
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 53,075 53,075

資本剰余金 54,957 54,957

利益剰余金 92,985 91,995

自己株式 △154 △155

株主資本合計 200,864 199,873

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 42 △473

繰延ヘッジ損益 305 249

為替換算調整勘定 △19,887 △21,554

その他の包括利益累計額合計 △19,539 △21,778

少数株主持分 11,425 11,425

純資産合計 192,750 189,519

負債純資産合計 482,427 483,325
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 125,677 132,990

売上原価 105,461 112,154

売上総利益 20,216 20,835

販売費及び一般管理費 16,598 17,374

営業利益 3,617 3,461

営業外収益

受取利息 61 44

受取配当金 447 379

持分法による投資利益 588 438

為替差益 557 225

その他 503 203

営業外収益合計 2,159 1,290

営業外費用

支払利息 724 769

その他 827 971

営業外費用合計 1,551 1,741

経常利益 4,225 3,009

特別利益

固定資産売却益 303 －

その他 72 8

特別利益合計 375 8

特別損失

課徴金引当金繰入額 － 1,180

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 74 －

その他 34 157

特別損失合計 108 1,337

税金等調整前四半期純利益 4,491 1,680

法人税等 1,464 1,373

少数株主損益調整前四半期純利益 3,027 307

少数株主利益又は少数株主損失（△） △24 140

四半期純利益 3,051 167
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,027 307

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,518 △506

繰延ヘッジ損益 276 76

為替換算調整勘定 △4,277 △2,095

持分法適用会社に対する持分相当額 △165 △54

その他の包括利益合計 △5,685 △2,578

四半期包括利益 △2,658 △2,270

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,451 △2,323

少数株主に係る四半期包括利益 △206 52
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更　

（１）当第１四半期連結会計期間より、新たに株式を取得したことによりTCC Group Ltd.が連結子会社となりました。

（２）当第１四半期連結会計期間より、新規設立したことによりFujikura Automotive Paraguay S.A.が連結子会社と

    なりました。

（３）当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したことにより南京藤倉烽火光纜科技有限公司が連結子会社となり

    ました。

（４）当第１四半期連結会計期間より、藤倉貿易（上海）有限公司は、藤倉（中国）有限公司へ社名を変更しておりま

    す。　

（５）変更後の連結子会社の数

　 　 74社　

２．連結子会社の事業年度に関する事項の変更

  従来、連結子会社のうち、Fujikura Europe (Holding) B.V.、Fujikura Automotive Europe S.A.及びその子会社７社

の決算日は12月31日であり、連結財務諸表作成にあたっては同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた

重要な取引については、連結上、必要な調整を行っておりましたが、当連結会計期間より、連結財務情報開示のより一層

の適正化を図るため、決算日を３月31日に変更しております。

  これにより、平成23年１月１日から平成23年３月31日までの移行期間に係る純利益が連結貸借対照表の利益剰余金に

含まれております。　　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 　一部の連結子会社は、税金費用について、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計

年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)　

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

   偶発債務

   下記の会社等に対し、債務保証等を行っております。

 

   偶発債務

   下記の会社等に対し、債務保証等を行っております。

 

（保証先） （主な種類） （金額）

㈱ビスキャス 契約履行保証及

び銀行借入金
8,165百万円

上海上纜藤倉電纜有限

公司
銀行借入金 762

従業員（財形融資） 銀行借入金　 667

㈱三興 営業取引債務 614

上海藤倉橡塑電纜有限

公司
銀行借入金 254

㈱ジャパンリーコム 銀行借入金 150

上海藤倉誠隆電纜附件

有限公司
銀行借入金 75

他３社 銀行借入金 61

 合計 10,750

（保証先） （主な種類） （金額）

㈱ビスキャス 契約履行保証及

び銀行借入金
7,395百万円

上海上纜藤倉電纜有限

公司
銀行借入金 748

従業員（財形融資） 銀行借入金 667

㈱三興 営業取引債務 464

上海藤倉橡塑電纜有限

公司
銀行借入金 312

㈱ジャパンリーコム 銀行借入金　 140

他３社 銀行借入金 173

 合計 9,902

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれ

んを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　 

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 6,281 百万円 減価償却費 5,749 百万円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

　　　　　　配当金支払額

　
　

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 901 2.5 平成22年３月31日 平成22年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　　　　　　配当金支払額

　
　

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,262 3.5 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 報告セグメント　    

　 情報通信 電子電装

ケーブル

・機器関

連

不動産 その他　　　　 合計
調整額　　　　

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

売上高     　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 　26,638  　50,596  　43,451  　2,728  　2,262  125,677  　 　125,677  

　セグメント間の内部　

　売上高又は振替高
　26  　 　67  　601  　6  　3,330  　4,033  (4,033)      －  

計 　26,665  　50,664  　44,052  　2,735  　5,592  129,710  (4,033)  125,677  

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
　3,191 　　162  　△590  　862  32  　 　3,658  　(41)  　3,617  

（注）１. セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額41百万円には、セグメント間取引消去41百万円が含まれて

　　　

          おります。　

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）　

　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 報告セグメント　    

　 情報通信 電子電装

ケーブル

・機器関

連

不動産 その他　　　　 合計
調整額　　　　

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

売上高     　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 26,62346,64454,3092,740 2,672132,990 　 132,990

　セグメント間の内部　

　売上高又は振替高
65 41 119 － 1,083 1,310　(1,310)  －

計 26,68946,68654,4282,740 3,756134,300　(1,310)  132,990

セグメント利益又は

セグメント損失（△）　
2,826 △613 △121 1,330 139 3,561　(99)  3,461

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額99百万円には、セグメント間取引消去99百万円が含まれて

　　　　　おります。　

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 8円46銭 0円46銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 3,051 167

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 3,051 167

普通株式の期中平均株式数（千株） 360,571 360,532

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

  　　公正取引委員会による立ち入り検査等について    

　

　　　当社の持分法適用会社である株式会社ビスキャスに、平成13年及び平成17年に当社が事業譲渡・統合した高圧・特

    別高圧電力ケーブルに関し、国内外の取引について独占禁止法違反の疑いがあるとして、平成21年１月29日に公正取

　　引委員会が立入調査を実施し、また、同時期にEU・米国及び豪州等の競争当局が調査を開始しております。

      

　　　本件につきまして、株式会社ビスキャスは、平成22年１月27日、公正取引委員会から排除措置命令および課徴金納

    付命令を受け納付致しました。

　

    また、株式会社ビスキャス及び当社は、平成23年７月６日、欧州委員会から電力ケーブルのカルテルに関する

　Statement of Objections（異議告知書）をそれぞれ受領しました。

  　異議告知書とは、欧州競争法違反の疑いに関する欧州委員会の暫定的な見解を示し、当事者の意見を求めるもの

　です。異議告知書は調査途中の文書であり、欧州委員会の最終決定ではありません。また、欧州委員会への最終決

　定については、欧州裁判所へ上訴することが可能です。

　　　

　　　当社は、平成22年２月に自動車用ワイヤーハーネス及び同関連製品の製造販売に関して独占禁止法違反の疑いがあ

　　るとして、公正取引委員会の立入検査を受けました。また、同時期に米国の競争当局が調査を開始しております。

　　　本件につきまして、平成23年６月30日、排除措置命令書（案）及び課徴金納付命令書（案）を受けました。これに

　　従い、当期において、課徴金引当金繰入額を計上しましたが、事実関係において実態と異なる認定がありますので、

　　今後、当社の主張を展開していく予定です。

　

　　　当社グループは独占禁止法の遵守について、当連結会計年度においても規程類の整備や従業員教育を徹底して行っ

　　てきたところですが、今般の処分を重大かつ厳粛に受け止め、二度とこのようなことの起こらぬよう、改めて適正な

　　営業活動の徹底と内部統制の向上に努めてまいります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月１日

株　式　会　社　フ　ジ　ク　ラ

取　締　役　会　御　中

あ ら た 監 査 法 人

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 戸　田　　　栄

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 友　田　和　彦

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジクラの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジクラ及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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